
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  
 

 
  
 
 

 
  
    
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 １０月２８日尾駮小学校体育館において、第２回学習会

を４年生以上対象に行いました。参加団員は９名と少なか

ったのですが、前期の活動を振り返り自分自身の反省を行

いました。また、リーダー育成の中にもある「プログラム

学習」の一貫として遊び作りをしました。一人一人が今ま

での経験上を踏まえ、楽しく運動できる遊びを考えてくれ

ました。実際の紹介は１０月３１日に来た団員と育成母集

団とで楽しく行いました。 
 今回参加した団員達の自己評価は次の通りでした。 
①スポーツを通して健康な体と 

心を養うことができましたか。 

（９名） 

②ルールを守り、他人に迷惑を 

かけない立派な人間になりまし 

たか。（８名） 

③スポーツによって、自分の力 

を伸ばす努力をしましたか。 

（９名） 

④スポーツのよろこびを学び、 

友情と協力を大切にすることが 

できたか。（８名） 

 

今回参加した団員達は、自分なりに目標を達成すること

ができたようでした。 

 

 

 

 

 

 

 

遊び説明を、真剣に話を聞く団員達。

 

みんなで試してみよう!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「逃げろう～」        （作戦タイム） 

 

後期の活動に、リーダーとなり小さい子どもや大人達

（育成母集団）との関わりで十分に発揮してもらいたいと

思います。 
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育成母集団 

 学習会終了後、六ヶ所村産業祭り会場で団員１８名と育成

母集団員１４名で会場のごみ拾いを行いました。商工観光課

の葛西さんより説明を受け、団員と育成母集団が手分けをし

てごみ拾いを行いました。空き缶やペットボトル、あとは発

泡スチロールや食べ物をいれているパックやトレイ、串など

結構落ちていました。約１時間の活動でゴミ袋４袋分集りま

した。 
 今回の奉仕作業を通して、団員及び育成母集団の方々で

「きちんとゴミ捨て場に捨てればいいのに」という声も聞か

れました。 
 
 
 
 
 
 
 
今回の奉仕作業を含め、今回で２回目となる地域への奉仕

作業でした。育成母集団の方々もだんだんスポーツ少年団の

活動を理解してきてくれていることを実感してきました。 
子どもの育成が地域の活動に活かされて来ます。これから

も育成母集団で団員を育みいろいろと活動に参加していけ

たらと思っています。 
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 ４月２７日（木） 尾駮スポーツ少年団総会（初回） 

 ４月２９日（土） 第１回学習会（４年生以上の団員１５名及び育成母集団１０名参加） 

 ５月２１日（日） 全国小学生陸上競技交流会青森県選手選考会上十三地区予選会へ参加 

          （六ヶ所村スポーツ少年団からの募集）団員８名出場、育成母集団１５名が協力 

 ６月 ５日（月） 育成母集団親睦会 １８名参加  

６月１１日（日） 全国小学生陸上競技交流会青森県選手選考会出場（地区代表選手として）  

団員８名出場、育成母集団１６名が協力 

６月２４日（土） 青森県小学生駅伝大会へ参加 

（六ヶ所村スポーツ少年団からの募集）団員７名出場、育成母集団１０名が協力 

６月２６日（月） 第１回地域奉仕作業 

【六ヶ所村小学生陸上競技記録会事前準備作業手伝い】（育成母集団１２名が協力）

７月 １日（土） 青森県スポーツ少年団フェスティバル陸上競技記録会へ参加（団員６名出場） 

７月１５日（土） 第１回レクリエーション【ミニ運動会】（団員及び育成母集団３５名参加） 

７月２９日（土） わかさぎマラソン（団員１０名、育成募集団員７名出場） 

７月３０日（日） 青森県小学生陸上競技記録会上十三地区予選会へ育成母集団員１３名が協力 

         （尾駮小学校からの協力要請） 

８月 １日（火）～３日（木） 陸上競技クラブ強化合宿（参加団員１０名） 

９月１８日（月） 青森県小学生陸上競技記録会へ育成母集団員７名協力 

         （尾駮小学校からの協力要請） 

１０月 １日（日） 村子ども会駅伝大会へ協力（尾駮子ども会への協力団員８名） 

１０月 ８日（日） とわだ駒街道マラソン（団員１０名、育成母集団員４名出場） 

１０月 ９日（月） マエダカップちびっ子マラソン大会（団員５名出場） 

１０月１８日（水） 大石運動公園陸上競技場用具庫清掃（団員１３名、育成母集団員１２名） 

１０月２１日（土） 第２回レクリエーション【ボウリング】（団員及び育成母集団４９名参加） 

１０月２８日（土） 第２回学習会（団員９名参加） 

          第２回地域奉仕作業 

【産業まつりごみ拾い活動】（団員１８名、育成母集団員１４名） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
１１月６日（月）中央公民館で尾駮スポーツ少年団後期活動に向けての総会を行いました。前期の活動は基本的体力向上

を目指した陸上競技クラブを実施し、１１月からはさわやかクラブとして、いろいろなスポーツとの触れ合いを重視し、

経験の場をもたせる活動となります。後期から新たに募集をかけた所、新団員１２名、新育成母集団員は１６名となりま

した。大人だけの参加者もあり、尾駮スポーツ少年団育成母集団の活動も地域に認められてきていることを実感したとこ

ろです。 
さわやかクラブ長の谷地さんからのあいさつでは、「子供達が楽しくスポーツを 
通して活動できる場であっていくことを望むのと同時に、育成母集団の方々もス 
ポーツに触れて欲しい」と言っていました。また、育成母集団会長木村さんから 
も１年間スポーツ等を通してきて得たことなどを話し、総会に参加していた保護 
者（育成母集団）達も真剣に話を聞いていました。 
 この会では、さわやかクラブの会長より各指導者へ委嘱状を渡しました。各指 
導者もこれから子ども達への指導の在り方も含め抱負を述べてもらいました。 
各スポーツ教室の指導者の方々は次のとおりです。 
【各教室の指導者】 

ソフトバレーボール教室  金浜 幸枝さん    卓 球 教 室  和田 利恵さん 
バトミントン教室     能登 博子さん    ちびっ子クラブ  大鹿 慎司さん 

前期より引き続き陸上競技コーチ陣が体力づくり等を担当されます。 
（川畑 一さん  東出さおりさん  大鹿 慎司さん） 

 
この指導者を中心として、育成母集団の方々の協力のもと活動が進んで

いきますので、よろしくお願いいたします。 
総会時でもお話した通り、２年生以下の団員については、保護者の方も

一緒の活動になりますのでよろしくお願いします。           

また、団加入をされていない小学生及び幼児に関しては、保護者の責任

のこととなりますので、目を離さずに一緒に楽しく活動して欲しいと思い

ます。 保険等の手続きの様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

１１月６日（火）より、さわやかクラブの活動が始まりました。最初の２回は顔合わせも含めると同時に、活動

におけるルールなどのために体力づくりを行いました。陸上競技コーチの指導のもと、走ったり、跳んだりと体力

づくりを行いました。前期から取り組んでいる団員や育成母集団は、何か物足りない（？）活動となっているよう

ですが、見本となり進んで取り組んでいる姿を見て団員の成長してきた姿に喜びを感じているところです。 
後期からの加入者も初めての動きなどで戸惑っているところがありますが、心地よい汗をかきながら楽しんでい

るようでした。また、育成母集団の方々も若き日を思い出して（？）子どもに負けじと取り組んでいました。 
翌週からは、ソフトバレーボール教室、バトミントン教室、卓球教室、ちびっ子クラブと分かれての活動。皆、

各々に楽しみながら活動していました。 

アジリティートレーニングで敏捷性アップ！！ 
子どもも大人も一生懸命取り組んでいました。 

 

３年生以下の子ども達で親子と一緒に体

力づくり。小さかったことを思い出して大

喜びする団員達！！ 

金浜コーチよりバレーボールの楽しさ

を学ぶ団員達と育成母集団達。 
世界バレーに負けないハッスルプレーが

続出！！ 

【編集後記】     「子どもは親（大人）の姿を見て育つ」 
 よく「子どもは親の姿を見て育つ」と聞くことがあります。子どもを通してその親の取り組み方や子どもとの関わ

り方、躾などがみられることがあります。 
これは、スポーツ指導を行なっていて経験することですが、子どもの親が指導者に 
対しての不安などを子どもに言ったりすれば、おのずと子どもも指導者を信用しなく 
なります。また、他の子どもや親のことを悪く言えば、同じように子どももその子に 
対して嫌悪感を表してきます。そのようなことが続くと好きで始めたスポーツも楽し 
くなくなり、違う方向（いじめ等）に走ってしまうこともあります。 
親はもちろんですが、私達大人が毅然とした態度で子ども達に接することが大事で 
す。他人を評価する前に自分がどうであるかを見ることが私達大人の子ども達に見せ 
る見本ではないでしょうか。 
  

まだまだ、楽しいスポーツが盛りだくさ

ん。卓球やバトミントンなど各コーチに支

えられて活動中！！ 

これからも、たくさんのスポーツに触れ

て楽しんでいきましょう。 


